
輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議
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発行日：平成 29年 9 月 6 日輝く未来へ今、袋井が動き出す！～挑戦するDNAを呼び起こせ～

教職志望の大学生や元教員などの協力で生徒の学習支援を行う「南の丘
寺子屋」が、平成29年６月からスタート

県のモデル地域に指定

（活動内容）
■頻度 月２回（２時間程度／回）部活のない放課後に開催
■内容 各生徒に合わせた個別学習のほか、タブレット学習や英検対策も実施
■対象 袋井南中学校の生徒（約30人が参加）

「しずおか寺子屋」事業とは…
生徒らが自ら学ぶ習慣を身に付けられるように、大学生や地域住民等の協力により、放課後など

の学習支援を行う県の事業。県内３地域をモデル地域（H29～H31）に指定し普及を図る。

生徒の疑問やつまづきを丁寧に解説し、
学力を深めるとともに、学外の大人たちや、
学年・クラスの違う生徒と関わることで、
他者を理解し尊重できる社会力をはぐくむ。


